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新年のごあい さつ
所長新居和嘉

　新しい年を迎えるにあたり，一言ごあいさつ申

し上げます。昨年は筑波移転に関して，大きな進

展をみた年であつました。まず全体の基本計画，

基本設計の段階が終了し，茨城県へ提出しており

ました建築許可申請も認可されました。これを受

けて，昨年10月末から構内周回道路の造成工事が

始まりましたむいよいよ筑波移転のための工事が

スタートしたことになります。

　本年はこれに続いて，研究本館をはじめとする

各種実験棟の建設に着手致します。これらの建物

は，今後予想される高度な研究を行うのにふさわ

しい容れものとして，品位があり，ゆったりとし

て，しかも効率的なものにしていきたいと考えて

おります。

　一方，新しい容れものの中にはいる研究やその

運営について検討するため，昨年末に長期計画委

員会を発足させました。これは当研究所が平成5

年度に筑波に移転したとき，どのような形の研究

所になり，どのような分野に重点を置いた研究を

進めていくかなど，研究所の全体像を打ち出そう

とするものであります。当研究所は筑波移転によ

り，現在の筑波支所の地に大部分の研究機能を集

中させることになっておつますが，超電導マルチ

コアプロジェクトの中で整備される各種マグネッ

トについては，共同研究施設として第二地区に収

容したいと考えております。ここに設置される4

種のマグネットはいずれも世界で最高の性能をも

つもので，世界的な共同研究センターとして機能

しうるようになると考えております。

　このように開かれた併究所としての機能を強化

していくということは，基礎研究重視の方針と並

んで，当研究所の基本として今後とも継続してい

くことになります。この基本の上に立って，当研

究所が筑波移転後，最も活性で，最高の成果を挙

げていくためには，どのような組織を作つ，どの

ような運営をしていくのが最適かを，本年は長期

計画委員会の中でじっくつと考えていきたいと思

っております。

　関係各位の相変わらぬご理解とご協力を，お願

い申し上げます。



非接触で材料の内部を画像化
レーザ超音波顕微鏡の基礎実験に成功

　当研究所は，高猟の材料や複雑な形状の材料な

ど，振動子を接触させるのが困難な材料の探傷を

可能とすることを目指して，レーザを用いた非接

触の趨音波送受信技術の開発を進めている。この

研究の中で，材料内部の欠陥を通常の趨音波顕微

鏡では不可能な非接触で画像化する装置を試作し

て，その基礎実験に成功した。通常の趨音波顕微

鏡は趨音波の送受信に振動子を使用し，数十ない

し工000MHzの潤波数の超音波を誠料に対して2次

元走査させて，内部から反射してきた趨音波を検

出して画像化するものである。これが非接触で使

用できるようになれば，内部欠陥の評価技術とし

ての有刷生が，大幅に拡大されることになる。

　今圓試作した装置は基礎実験用のものであるた

め，趨音波の発生はレーザにはよらず試料裏面に

張り付けた圧電素子の振動子によっているが，発

生した超音波の受信はレーザによ、）非接触で行っ

ている。非接触での超曹波受信の方式には，光ヘ

テロダィン干渉法を用いた。図に示したように，

試料表面にヘリウムーネオンレーザ光を照射して反

射させると，反射光は言式料表繭の趨曹波振動によ

るドップラー効果を受ける。こうして起こったレ

ーザ光の廣1波数変調成分をヘテロダイン検波によ

って検出し，これから超曹波蘭像を作成している。

この装置では，レーザ光を試料表面で反射させる

ときにレンズで集光し，ビーム直径を数μm程度に

絞っているので，非常に小さな領域の趨音波検出

が可能である。

　実験に用いた試料は，アクリル板とステンレス

鋼板（厚さ0．1㎜）の間に鋼線（直径O．1㎜）をは

さんでワックスで固定して，内部に欠陥を持つ材

料を模擬した。この試料に裏側から振動子によっ

て超音波を照射して，表面の超音波振動を上述の

方式で受信して繭像化したのが写真である。この

実験では，使用した趨曹波の周波数が10MHzと低

くかったために，分解能は通常の趨曹波顕微鏡よ

りも劣っているが，2．5mm角の視野の趨欝波函像の

申央から宥に向かって，鋼板の下に存在している

直径O．1㎜の鍋線を識別することができた。

　超曹波の発生にパルスレーザを使用し，また超

曹波探傷法で用いられている画像再構成技術を組

み含わせるなどによ一），分解能を向上させること

は可能と考えている。新しい微小欠陥評価法とし

て，幅広い応用が期待される。
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スポヅトニュース

データベース新システムの

完成に向けて

　革新的な材料の研究・開発の分野では，デー

タベースをどう構築しそれをどう役立たせるか

は，備報化技術が驚異的に発展している現在で

も難しい問題である。普通，データは研究者に

よって様々に処理され，整理されて公表される。

この操作は不要な構報を除き，データの本質の

みを取つ出すために必要ではあるが，ほかの研

究者にとって有用な惰報まで捨て去られてしま

う場含も少なくはない。特に，理論的モデルの

未確立な新素材等では，データの定義自体が人

によって異なり，比較さえ難しいこともある。

　こうしたことから，当研究所では生のデータ

の活用を基本とするユニークなデータベースの

開発を行っている。その特色は，代表的な新趨

電導材料について，同一試料の製造工程から特

性、機能までのデータを一貰して集めているこ

とである。また，それらのオリジナルデータを

ユーザーが指定した方法によって容易に処理し

たリ，検索したデータの表示や比較，さらにシ

ソーラスを用いた関連データの検索もできるな

ど，研究の能率を格段に向上させるようなシス

テムの完成を国指している。

　　　高周波無電極プラズマで

　　　超電導体薄膜を作製

　当研究所は，高周波誘導で発生させた高温の

プラズマにより酸化物超電導体を揮発させて蒸

着する成膜装置を，民閲企業と共同開発した。

　この装灘は，熱処理しないでも高性能の酸化

物超電導体薄膜が得られる東京大学考案の方法

に基づいているが，使用する高潤波の周波数を

13．56M肪と商くしたのが特徴である。これに

よつ，蒸着室の圧力を10Torr（1300Pa）まで

下げても安定に蒸着できる。その結果，表而状

態の良い綴密な酸化物超電導体薄膜が，少ない

ガス消費量で作製できるようになった。

　この装置のプラズマ中に，直径1μm以下のイ

ットりウム系酸化物趨電導体の焼結粉をアルゴ

ンガスで供給し，蒸発させる。そうすると，酸

素雰囲気申で約700℃に保持した酸化マグネシ

ウム基板の（100）面」二に，c軸強配向した鏡面

の薄膜が生成する。現在のところ，抵抗が完全

にゼロになる臨界温度が91Kの酸化物超電導体

薄膜を得ている。

　今後，成膜条件の適正化と装置の改良を進め

て，より特性の優れた趨電導テープ線材の作製

技術として完成させていく蓄十画である。

　　　腐食の進行を原子レベルで

　　　その場観察

　当研究所は，走査型トンネル顕微鍍（STM）

の探針と言式料の2電極系に対極と参照電極を加

えて，定電位での腐食1面を水溶液申において原

子レベルで、その場観察するのに成功した。

　1％塩化ナトリウム水溶液巾で観察した鋼の，

腐食面のSTM像（70nmX60nm）を，有に示す。

鉄原子約40個の並びに梱当する周期約10n㎜の凹

凸が，はっきリ判別できた。海洋構造物の信頼

性向上の猟究等で，水溶液による腐食のミクロ

過程を解明する有力な手法になると思われる。
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SNCM439鋼　　。　、、



◆特許速報◆
○出　　願

発　明　の　名　称

密封装遺（日本ピラーコニ薬との共圃出願）

B1系酸化物複含趨電導線材

出願日・

2．三〇．5

2．1O．旦2

出願番号

02－269ヱ99

02－272旦59

発　　明　　者　　名

申谷　功，ほか1名

関根　久，D．R．Dietderich，浅野稔久，
丼上　廉，前田　弘，ほか王名

●登 録

発　明　の　名　称

高温上ヒ強度の商い趨塑性加工用チタン合金

　　　　　　　　　　　　　（イ）

商濫上む強度の商い趨塑性加工用チタン合金

　　　　　　　　　　　　　（口）

酸化物超電導休とその製造法

登録日

2．1O．31

2．1O．31

2．旦O．3三

登録番号

1585026

1585027

1585060

発　　明　　者　　名

小野誇秀博，山縣敏博，山崎遼夫

小野寿秀博，山縣敏博，山崎遼夫

佐藤充典，木村秀夫，沼沢纏費，」，前蘭　弘

◆短　　信◆
●外國人研究貫の受入れ

民名JohannesZijp
所　属　オランダ　デフルトエ科大学
テーマ　アーク放電プラズマにおける蒸発挙動と
　　　　イオン化に関する研究

期　間　平成2年1閉12臼～平成4年n月1閉
●海外出張

氏　名

所　属

アーマ

期　間

異　　念祖
申国　上海m工場
金属の圃相・液相界面における反応の解
析と制御に関する研究

平成2年11別3日～平成3年1I別蝸

氏　名 所　　　属 期　　　悶 行　先 用　　　　　　務

木村　一弘 環境惟能研究部 2．10．ヱ4～3．10，13 イギリス 商撒装濫用金属材料の強渡低下機
構に閥する研究

桜谷　和之 反応制御研究部 2．11．8－2．11．18 中国 日桝斗学技術’脇定に捲づく共剛肝
究のための研究調査

吉臓　一紘 第遂研究グループ 2，11．11～2．11．18 イギリス VAMA　S表面化学分析に関する
技術委貿会及び第6回表繭定盤分
板に関する副祭全議

田申　千秋 環境性能研究部 2．旦1．14～2．11．22 大雛民鰯 大韓災圃新繁材特催蕎平個センター
プロジェクト錐礎調査

平野　敏幸 反応制欄研究部 2、玉1．25－2．玉2．3
知京　鐙裕 表面界面制御研究音1… 2．11．25～2、ヱ2．5

｝　アメリカ　　■

材料学会秋季大会

端冊　平利 損傷機構研究部 2．1ヱ．25－2．12，16 　一フフンス 二鰯間共剛珊究笑施のための泰前
調祷

新唐　和蕪 所　長 2，1ユ、26－2．12．7
小玉　俊明 環境性能研究部 2．玉且．26～2、玉2．8

｝　タイ，フ　イリピン

大気腐食研究計繭打含せ及ぴ調査
大．鴎　一男 管理部 2，1ユ、26～2．12．8

黒沢勝登志 環境性能研究部 2．12．5－2．12．19 フイりピン 大気腐食研究のための碓門家派遺

電話・FAX番号変更のお知らせ
　当研究所（目黒本所）の電話およびファクシミリ番号が，本年1月王日より，

　下記のように変更になつました。

電話1（03）3719－2271

FAX：（03）3792－3337（企画課），37互9－2210（会計課），3719－2177（材料試験業務課）

発行所科学技術庁金属材料技術研究所
（本　　所〕　予153菓京考盾目黒区畔目黒2－3－12

　　　　　TEL（03）3719－227玉，FAX（03）3792－3337

（筑波支舳　〒305茨城県つくば市千現1－2－1
　　　　　TEL（0298）5玉一6311，FAX（0298）51－4556

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　雀

養麺巻参竃385号　　　　　　　　　　ユ1互万定3勾三1月多舌イ予

荊礫兼発イ予人　　真鍋　烈
1訂1　榊j　所株式会社　三　興　印　棚
　　　　　勇ミ京審1…妾斤布看擾ζ豆覇早奉i肩‘≡日2－1－18


